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保険料のしくみ

　平成19年中の所得確定に伴い、長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料額が決まりました。
被保険者の皆さんには、7月中旬に後期高齢者医療保険料額決定通知書をお届けします。

　保険料は、前年中の所得金額と賦課期日時点で

の世帯の状況を基に決定します。なお、保険料は

被保険者一人一人にかかり、保険料率（被保険者

均等割額、所得割率）は 2 年ごとに見直されます。

保険料の納め方

平成20年 21年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

本徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　保険料は、金融機関の窓口で支払う手間をかけないよう

にするなどの観点から、原則として、年金から支払っていた

だく仕組み（特別徴収）となっています。

　ただし、年金額が 18 万円未満の人などは、納付書や口座

振替で個別に納めていただくこと（普通徴収）になります。

※　平成 20 年度は、被用者保険の被扶養者に対する特別

措置が実施されるなどの理由で、保険料の納付方法が次

のとおりになります。

被保険者が
負担する
保険料

被保険者
均等割額

5万 935円

所得割額

（総所得金額など−33万円（基礎控除額））
×9.24％（所得割率）

平成20年 21年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

仮徴収 ● ● ●

本徴収 ● ● ●

平成20年 21年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

仮徴収 ● ● ●

本徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

平成20年 21年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

本徴収 ◎ ◎ ◎ ● ● ●

平成20年 21年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

本徴収 ● ● ●

平成20年 21年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

本徴収 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※　保険料の賦課限度額は50万円です。なお、所得の少ない世帯に属する
被保険者は、被保険者均等割額が軽減されます。

　今回決定した額から、仮徴収額を差し引いた額が、10月・
12月・翌年2月の年金から天引きされます。

　今回決定した額から、仮徴収額を差し引いた額を、7月から
翌年3月までの9回に分けて、納付書や口座振替で納めるこ
とになります。

　特別徴収は10月から始まるため、9月までは納付書や口
座振替で納めることになります。

　7月から翌年 3月までの 9回に分けて、納付書や口座振
替で納めることになります。

●4月から年金天引き（特別徴収）で保険料を納めていた人
①本徴収も天引きとなる人 ②本徴収は天引きとならない人

●4月からの年金天引きの対象となっていなかった人
③本徴収から天引きとなる人 ④本徴収も天引きとならない人

●被用者保険の被扶養者であった人（被扶養者であったかどうかは、制度加入日の前日で判定）

⑤天引き対象となる年金がある人 ⑥本徴収も天引きとならない人

＋＝

保険料の計算方法（県内同一）

　平成20年度の特別措置により、9月までの保険料負担はありません。⑤の人の特別徴収は10月から始まります。
⑥の人は、10月から翌年3月までの6回に分けて、納付書や口座振替で納めることになります。
　なお、⑤または⑥に該当するはずなのに、徴収開始が9月以前となっていた人は「被扶養者であった」と確認され
ていない場合があります。その場合は、市国保年金課医療担当にお知らせください。

平成20年度の保険料納付方法と納期（●は特別徴収、◎は普通徴収）

※ 被用者保険には国民健康保険・国民健康保険組合は含まれません。

※　国により制度見直し案が検討されているため、
　今回の内容は今後変更になる場合があります。

平成 20年度保険料が決定

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
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窓口負担割合の判定

　医療機関などで受診する際の自己負担割合（1 割か 3 割）

は、毎年 8 月 1 日付けで、前年中の課税所得を基に判定

されます。

　変更となる人には、7 月中に新しい被保険者証をお届け

しますので、8 月 1 日以降受診する際は、新しい保険証

を提示してください。

　なお、8 月 1 日から、3 割負担となる判定基準が次の

とおり変わります。

7月末まで 8月 1日から

判定
対象

範囲
同一世帯に属する後期高齢者医療被保険者
と 70 歳〜 74 歳の人に係る所得と収入

（老人保健の基準と同じ）

同一世帯に属する後期高齢者医療被保険者
の所得と収入

所得
と
収入

判定対象者の課税所得が 145 万円以上
かつ

合計収入が
　　▷複数世帯（判定対象者が二人以上）の場合　520 万円以上

▷単身世帯（判定対象者が一人）の場合　383 万円以上

○現役並み所得者（3割負担）の判定基準

　今回の制度改正により、一部の人については新たに現

役並み所得者とされ、1 割負担から 3 割負担になります。

　ただし、自己負担限度額については、平成 22 年 7

月までは、一般（月額 4 万 4,400 円）に据え置かれます。

※　通常、現役並み所得者の場合、自己負担限度月額は

　　月額8万100円＋（総医療費−26万7,000円）×1％

○判定単位の変更に伴う経過措置
経過措置対象者の要件
課税所得 145 万円以上、かつ、年収 383 万円以上の被

保険者であって、同一世帯に属する 70 歳〜 74 歳の人も

含めた年収が 520 万円未満の人

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て

健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
受
診
券
と
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。

対
象　

被
保
険
者

※　

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、高
脂
血
症
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

受
診
期
間　

7
月
下
旬
〜
平
成
21
年
3

月
31
日

受
診
券
送
付
時
期

▽
7
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
と
な
る
人

　

7
月
下
旬

▽
8
月
以
降
に
被
保
険
者
と
な
る
人

　

被
保
険
者
と
な
る
月（
75
歳
の
誕

生
月
な
ど
）の
上
旬

受
診
料（
自
己
負
担
金
）　

5
0
0
円

受
診
方
法　

健
康
診
査
の
実
施
医
療
機

関
に
予
約
し
て
受
診
す
る

※　

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ
を
送
付
す

る
際
、
被
保
険
者
証
入
れ
を
同
封
し

ま
す
。

健
康
診
査
の

お
知
ら
せ

長
寿
医
療
制
度

7月末まで 8月 1日から

負担
割合

夫 1 割 3 割

妻 1 割 1 割

夫　75 歳（後期高齢者医療制度）

▷課税所得　220 万円　▷年収　390 万円

妻　74 歳（国民健康保険）

▷課税所得　0 円　▷年収 120 万円

7月末まで 8月 1日から

負担
割合

夫 3 割 1 割

妻 3 割 1 割

夫　75 歳（後期高齢者医療制度）

▷課税所得　210 万円　▷年収　380 万円

妻　74 歳（国民健康保険）

▷課税所得　0 円　▷年収 150 万円

Ａさん夫婦の場合 Ｂさん夫婦の場合

問い合わせ先
▶福岡県後期高齢者医療広域連合
　　1（651）3111　5（651）3120
▶市国保年金課医療担当
　　1（584）1111　5（584）1141

�
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　国から地方への税源移譲により、多くの人は所得税が減
り、その分市県民税が増えることになりました。
　ところが、退職などによって、平成19年中の所得が著しく
減り、所得税がかからない程度の収入となった人について
は、所得税が減る影響は受けず、平成19年度の市県民税が
増える影響のみ受けることになります。
　このような人は申告により、平成19年度の市県民税が税
源移譲前と同じ税負担となるように減額されます。

住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、所
得
税
が

減
り
、所
得
税
か
ら
控
除
で
き
る

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、市
県
民
税
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
人
は
、速

や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

す
で
に
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
適
用
を
受
け
て
い

て
、平
成
11
年
か
ら
18
年

末
ま
で
に
入
居
し
た
人

申
告
先　

平
成
20
年
1
月
1
日
現

在
の
時
点
で
居
住
す
る
市

町
村

※　

確
定
申
告
を
す
る
人
は
、税

務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、住

宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
証

明
書（
平
成
19
年
12
月
末

時
点
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
残

高
が
分
か
る
も
の
）

※　

申
告
用
紙
は
窓
口
で
配
布
し

ま
す
が
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.

kasuga.fuukoka.jp

）か
ら
印

刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問い合わせ先　　税務課市民税担当　　☎（584）1111　5（584）1141

知っていますか？

市県民税の減額制度

対象者　次の①②の両方に該当する人

申告に必要なもの　▷印鑑▷本人の振込先口座
（ゆうちょ銀行を除く）が分かるもの

市県民税 所得税

平成18年（度）

市県民税

市県民税

平成19年（度）

所得変動が
ない場合

所得変動が
ある場合

所得税

所得税
非課税

税源移譲により、増額
となった市県民税額

申告により還付

平成 19年度の市県民税
の合計課税所得金額

（申告分離課税分を除く）

市県民税と所得税の
人的控除※の差の合計額が より

大きい

※　人的控除とは、配偶者控除、扶養控除、基礎控除などの
ことで、家族構成などによって異なります。

平成 20年度の市県民税
の合計課税所得金額

（申告分離課税分を含む）

市県民税と所得税の
人的控除の差の合計額

が 以下

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

申告期間　7月1日㈫～ 31日㈭

申告先　平成 19年 1月1日現在の時点で居住す
る市町村

※　平成 19年 1月 1日以前から引き続き春日市に
居住し、申告の対象と思われる人には、6月末に
申告書を送付します。

　　平成19年 1月 2日以降に転入した人や、該当す
るか不明な人は、平成19年 1月 1日に居住してい
た市町村の税務担当課に問い合わせてください。

※　申告書は、市町村で配布する所定の様式に、住所、氏
名、生年月日などを記載するだけの簡易なものです。
　なお、申告後、減額の対象となるかどうかの審査を
行うため、結果通知までに時間がかかる場合があり
ます。あらかじめご了承ください。
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■市内の保護司　平成20年5月30日現在・敬称略
氏　名 住　所 電　話 氏　名 住　所 電　話

白
しろうずしげのり
水繁則 春日2丁目 ☎（591）5666 竹

たけ べ
部四

しろ う
朗 白水池２丁目 ☎（581）5841

髙
たか
　壽
じゅいち
一 千歳町３丁目 ☎（581）5997 内

ないとう
藤　徹

とおる 大土居３丁目 ☎（595）0514

半
はんざわ
澤　正

ただし 春日原北町２丁目 ☎（581）1349  泉
いずみ
　安
やすかず
和 塚原台２丁目 ☎（595）1100

窪
くぼ
　三

みつ お
男 昇町5丁目 ☎（591）7641 岩

いわもと
本忍
のぶただ
忠 白水ヶ丘2丁目 ☎（575）1370

佐
さえ き
伯幸

さち こ
子 泉２丁目 ☎（585）9344 大

おお つ
津　敦

あつし 紅葉ヶ丘東3丁目 ☎（501）2862

前
まえはら
𠩤昭
しょうすけ
介 泉３丁目 ☎（581）3210 かたの

野明
あき こ
子 松ヶ丘２丁目 ☎（596）6326

鬼
おにくら
倉美

み え こ
惠子 須玖北８丁目 ☎（573）2468 武

たけすえ
末政
まさとし
利 桜ヶ丘８丁目 ☎（582）3802

勝
かつ の
野幸
ゆきまさ
正 上白水６丁目 ☎（571）7987 武

たけすえ
末澄

すみ こ
子 日の出町2丁目 ☎（571）4324

長
ながはま
濵智

とも き
基 天神山６丁目 ☎（571）5163 井

いのうえ
上芙

ふ き こ
貴子 岡本2丁目 ☎（581）6553

笹
ささぶち
渕善
よしゆき
之 白水ヶ丘２丁目 ☎（592）8133 玉

たまおき
置𣳾
やすなり
也 小倉4丁目 ☎（591）5582

藤
ふじ い
井　卓

たかし 天神山２丁目 ☎（571）5673

問い合わせ先　人権男女共同参画課　
　　1（584）1111　5（584）1153

まちの保護司
　「保護司」は、法務大臣から委嘱され、罪を犯したり、非行に
走ったりしてしまった人が立ち直り、社会で立派に更生する
よう手助けをしています。
　また、地域での「社会を明るくする運動」、特に青少年の非
行防止と健全育成のための活動を行っています。
　犯罪・非行や、覚せい剤・シンナーの乱用などで困っている
人は、遠慮なく近くの保護司に相談してください。

　安心して暮らせる社会は、犯罪を取り締まっ

たり、処罰したりするだけでは実現しません。

　一度罪を犯してしまった人たちが二度と過ち

を犯さないよう更生を支援することも重要で

す。

少年犯罪の深刻化
　少年の問題行動が年々深刻化し、刑法犯で検挙された被疑
者の約3割を少年が占めています。
　少年犯罪の多くは、万引きや自転車盗などの窃盗行為です
が、路上強盗を行うなど、犯罪が近年凶悪化しています。
　少年非行を未然に防止し、非行に走った少年を更生させる
ためには、家族をはじめ、地域社会の理解と支援が不可欠で
す。

　同運動を積極的に推進するための大会です。入場は無
料で、手話通訳もあります。
日時　7月12日㈯　午後1時30分～ 3時30分
場所　ふれあい文化センターサンホール（大谷６‒24）
内容　▷小学生作文発表▷ビデオ映画上映▷リサイクル

自転車抽選会

同運動を積極的に推進するための大会です。入場は無

　７月は「社会を明るくする運動」強調月間です。

　この運動は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人

たちの更生について理解を深め、それぞれの立場で力を合わせて、

犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする、全国的な運動です。
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アンビシャス広場
　市内すべての小・中学校
区で、学校や公民館を会場に
し、放課後や休日に自由遊び
や体験活動を行っています。
　活動内容や日時などを確
認して参加してください。
○地域活動指導員だより「らいん」

毎月 1回、広場の活動状況を広
報紙「らいん」で紹介して
います。
「らいん」は学校に掲示さ
れます。また、自治会や公民
館、子ども会育成会など子ど
もに関わる人に広く配付して
います。

○アンビシャス広場情報ステーション
広場の活動をホームページで紹介しています。
http://www.u-zak.net.jp/kasuga/seishonen

※　市ホームページの暮らしの便利帳「９. 学ぶ・楽し
む」からリンクしています。

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121　5（593）7380　
syakai@city.kasuga.fukuoka.jp

遊び名人マスター
　「自分にも何か子どもたち
の学びや遊びの手伝いができ
ないか」という思いのもと集
まった仲間です。毎月新しい
工作や遊びに挑戦し、学校や児
童センターなどに出向いて、工
作や遊びの手伝いをしています。
○随時会員募集

毎月第 2水曜日の午後 2時から、ふれあい文化セン

ター（学習室３）で定例会を行っています。

興味のある人は、問い合わせてください。

子ども会と育成団体
　子ども会は、子どもたちが主

体的に地域活動を行う集まりで

す。また、その活動を育成・支

援するのが、育成会をはじめと

した地域の育成団体です。

　子どもも大人も共に育つ地域活動に、一人でも多くの子

どもの参加、そして大人の支援・協力をお願いします。

地域活動指導員だより「らいん」

遊び名人マスター
　「

の学びや遊びの手伝いができ
ないか」という思いのもと集
まった仲間です。毎月新しい
工作や遊びに挑戦し、学校や児
童センターなどに出向いて、工
作や遊びの手伝いをしています。

毎月 1回、広場の活動状況を広

館、子ども会育成会など子ど
もに関わる人に広く配付して

アンビシャス広場情報ステーション

○○

子ども会と育成団体
　子ども会は、子どもたちが主

体的に地域活動を行う集まりで

まった仲間です。毎月新しい
工作や遊びに挑戦し、学校や児
童センターなどに出向いて、工
作や遊びの手伝いをしています。

　子どもも大人も共に育つ地域活動に、一人でも多くの子

子どもの居場所子どもの居場所
　市では、子どもたちがルールやマナーを身に付け、
心豊かにたくましく育つ場所、大人も子どもも安心し
て集え、いきいきできる「こどもの居場所」づくりを
しています。
　子どもとのふれあいを通して、大人たちの交流も深
まり、人を育む地域づくりにもなるこの取り組みの主
役は皆さんです。
　ぜひ、近くの活動に参加してみてください。

　市では、子どもたちがルールやマナーを身に付け、
心豊かにたくましく育つ場所、大人も子どもも安心し
て集え、いきいきできる「こどもの居場所」づくりを
しています。
　子どもとのふれあいを通して、大人たちの交流も深
まり、人を育む地域づくりにもなるこの取り組みの主
役は皆さんです。
　ぜひ、近くの活動に参加してみてください。

みんなでつくろ
う



●●●●●

就学前教育相談
　平成21年4月に小学校入学予定の子どもについて、身体面・知的面・
情緒面などで不安をもつ保護者を対象に、就学相談を行います。
日程　8月1日㈮～22日㈮　時間　午前9時～午後4時
場所　学校教育課（市役所４階）
※　相談希望者は、事前に電話で予約してください。
申込・問い合わせ先　学校教育課

1（584）1111　5（584）1153　

春日市教育委員会

すべての人が幸せに生きるために

７月は同和問題啓発強調月間
　人権の尊重は私たちが幸せに生きていくために欠か
せないものです。しかし、残念ながら差別により人権侵
害を受けて苦しんでいる人がいるのも事実です。
　同和地区の出身者だからといって差別をするという
のは、重大な人権侵害です。このような差別をなくすた
めに大切なこと、それは「人権の尊重が守られる社会を
つくるにはどうしたらよいのか」ということを考えるこ
とではないでしょうか。
　県では、毎年7月を「同和問題啓発強調月間」と定め、
差別をなくすためのさまざまな啓発事業を行います。
　すべての人の人権が守られる明るい社会をつくるた
めに、これを機会に考えてみませんか。
◯パネル展「インターネットと人権」
　展示期間・場所
　▷第一部　7月8日㈫～15日㈫　
ふれあい文化センター新館1館ふれあいプラザ（大
谷6ｰ24）

　▷第二部　7月16日㈬～29日㈫
　　市役所ロビー
※　いずれも午前９時～午後５時まで展示します（休
館日・閉庁日を除く）。

◯街頭啓発
西鉄春日原駅などで、リーフレットと啓発物品を配
布します。
　配布期間　7月1日㈫～31日㈭
○県主催講演会
　　人権コンサートや講演会を行います。
　日時　7月26日㈯　午後0時45分～4時
　場所　クローバープラザ大ホール（原町3ｰ1ｰ7）
　問い合わせ先　㈶福岡県人権啓発情報センター

1（584）1271　5（584）1273　
問い合わせ先　人権男女共同参画課

1（584）1111　5（584）1153

公開しています

市長の資産・所得など
　｢春日市長等政治倫理条例｣に基づき、市長が所有する
資産や所得などの報告書を公開しています。
閲覧報告書　▷資産等補充報告書▷所得等報告書▷関

連会社等報告書
閲覧・問い合わせ先　情報政策課情報公開広報担当（市

役所2階）1（584）1111　5（584）1142
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７月から軽減されます

障害福祉サービスなどの利用者負担
　障害者自立支援法による障害福祉サービスと地域生
活支援事業の利用者負担が見直され、7月から負担上限
月額が軽減されます。
○障害福祉サービスの負担が軽減
負担上限月額の軽減
非課税の障害者世帯の負担上限月額が軽減されま
す。
また、障害児世帯は非課税世帯に加え、課税世帯も
負担上限月額が軽減され、軽減の対象となる収入基準
が緩和されます。
なお、対象となる資産要件は、これまでと同じです。
資産要件
▷預貯金などの額が単身世帯で500万円未満、複数世
帯で1,000万円未満
▷一定の動産（高額な株券）や不動産（親族の居住用を
除く）を所有していない

世帯範囲の見直し
障害者世帯については、負担上限月額を決める収入
などの算定対象となる世帯範囲が、住民基本台帳上の
世帯員から、障害者本人とその配偶者に変更されま
す。
○地域生活支援事業の利用者負担が軽減
地域生活支援事業についても、障害福祉サービスと
同様に利用者負担が軽減され、世帯範囲が見直されま
す。
対象事業　▷移動支援事業▷日中一時支援事業
○補装具費と日常生活用具給付にかかる世帯範囲の見直し
７月から、障害福祉サービスと同様に世帯範囲が見
直されます。
問い合わせ先　福祉支援課障害担当

　　1（584）1111　5（584）3090

区分 資産要件内 資産要件外

生活保護 0円 0円

非
課
税

低所得1
（本人収入年80万円未満）

1,500円 1万5,000円

低所得2
（低所得1以外） 3,000円※ 2万4,000円

課
税

一般
（市民税所得割16万円未満）

9,300円 3万7,200円

一般
（市民税所得割16万円以上）

3万7,200円 3万7,200円

区分 資産要件内 資産要件外

生活保護 0円 0円

非
課
税

低所得1
（本人収入年80万円未満）

1,500円 1万5,000円

低所得2
（低所得1以外）  3,000円※ 2万4,000円

課
税

一般
（市民税所得割28万円未満）

4,600円 3万7,200円

一般
（市民税所得割28万円以上）

3万7,200円 3万7,200円

障害福祉サービス（在宅・通所）と地域生活支援事業の負担上限月額

※通所・短期入所のみの場合は1,500円 ※通所・短期入所のみの場合は1,500円

区分 資産要件内 資産要件外

生活保護 0円 0円

非
課
税

低所得1
（本人収入年80万円未満）

3,750円 1万5,000円

低所得2
（低所得1以外） 6,150円※ 2万4,000円

課
税

一般
（市民税所得割16万円未満）

9,300円 3万7,200円

一般
（市民税所得割16万円以上）

3万7,200円 3万7,200円

※通所・短期入所のみの場合は3,750円

【障害者・児世帯】
●現行

●平成20年7月から
【障害者世帯】 【障害児世帯】
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平成20年度受付を始めます

国民年金保険料 「免除」「若年者納付猶予」
　経済的理由などで国民年金保険料の支払いが困難な
場合、申請して認められると保険料が免除または猶予
（30歳未満が対象の「若年者納付猶予」）されます。
　免除・猶予の期間は7月から翌年6月までです。6月ま
で免除・猶予をされていた人で、再度免除・猶予を希望す
る人は、7月以降、できるだけ早い時期に手続きをして
ください。ただし、前年度に全額免除か若年者納付猶予
の申請が承認された人で、申請時に継続申請を希望して
いた場合は、新たな申請は必要ありません。
　現在は免除を受けていない人の申請も、随時受け付け
ています。
○学生納付特例制度
学生には、納付を猶予する制度「学生納付特例制度」
があります。毎年申請が必要で、4月から申請を受け
付けています。
今年度も申請を希望する人や新たに申請を希望す
る人は、手続きをしてください。
申請に必要なもの
▷年金手帳

▷印鑑（本人が手続きをする場合は不要）
▷学生は、学生証または在学証明書
▷平成20年1月2日以降に転入した人は、平成20年度
所得証明書または非課税証明書（平成19年1月～
12月分）
※　離職日が平成19年3月31日以降であって、失業
を理由として申請する場合は、雇用保険被保険者離
職票または雇用保険受給資格者証などが必要です。

申請・問い合わせ先　国保年金課年金担当

1（584）1111　5（584）1141
○保険料の追納について
「免除」「若年者納付猶予」「学生納付特例」の期間は、
10年以内であれば保険料を後から納付（追納）するこ
とができます。保険料を追納した場合は、老齢基礎年
金額は減額されません。
ただし、承認を受けた年度の翌々年度を越えて追納
する場合は、当時の保険料に加算金が付きます。
問い合わせ先　南福岡社会保険事務所

　　　1（552）6128　5（541）7649

■国民年金保険料免除・猶予一覧（平成20年度）

制度名

免除・猶予後の
保険料

定額の場合は
1万4,410円

免除・猶予期間の
年金受給額

所得審査

所得基準（目安） 審査対象

全額免除 0円
全額納付した場合の

1/3

審査対象者それぞれの前年所得が 

（扶養親族の数＋1）×35万円＋22万円 以下

　●目安　 ・4人世帯（夫婦と子2人）の場合、162万円以下
　　　　　 ・2人世帯（夫婦）の場合、92万円以下
　　　　　 ・単身世帯の場合、57万円以下

▽本人

▽配偶者

▽世帯主
3/4免除 3,600円

全額納付した場合の

1/2
審査対象者それぞれの前年所得が
78万円＋扶養親族の数×38万円＋各種控除額など 以下

半額免除 7,210円
全額納付した場合の

2/3
審査対象者それぞれの前年所得が 
118万円＋扶養親族の数×38万円＋各種控除額など 以下

1/4免除 1万 810円
全額納付した場合の

5/6
審査対象者それぞれの前年所得が 
158万円＋扶養親族の数×38万円＋各種控除額など 以下

若年者
納付猶予

0円
年金額として

計算されない

全額免除と同じ ▽本人

▽配偶者

学生
納付特例

0円 半額免除と同じ ▽本人

※　3/4・半額・1/4免除は、免除になった額の残りの保険料を納めなければ「未納」と同じ扱いになります。
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地球と家計にやさしく

ダンボールコンポスト講習会
　平日では参加しにくい人のために、家庭の生ごみを簡
単にたい肥化できる「ダンボールコンポスト」の講習会
を、日曜日に追加で開催します。
　夏休みの自由研究や環境学習の一環としての親子で
の参加も歓迎します。
　参加は無料で、受講者にはコンポストのセット（1世
帯1個）を差し上げます。
日時　7月27日㈰　午前10時～11時30分

場所　ふれあい文化センター研修室１（大谷６ｰ24）
定員　20人（申込先着順）
申込方法　電話かファックスで住所、氏名、電話番号を
伝える

○8月の開催日（市報かすが4月15日号掲載分を変更）
　変更前　8月14日㈭→変更後　8月21日㈭
申込・問い合わせ先　ごみ減量推進課

1（584）1111　5（584）1147

ペットボトル

正しく分別しましょう
　分別がされていないため、収集できないペットボトル
が目立ちます。
　正しく分別して出しましょう。
収集できるもの（「PET1」のマークがついたもの）　　
▷清涼飲料▷しょうゆ▷酒類▷乳飲料▷しょうゆ
加工品（めんつゆなど）▷みりん風調味料▷食酢
▷調味料▷ノンオイルドレッシング

収集できないもの　▷油▷ドレッシングなど、油が使わ
れているもの▷洗剤▷漂白剤など

※　ふたがついたままのものや、ラベルをはがしたも
の、プラマークが付いたもの、汚れのひどいものも収
集できません。

正しい出し方　①ふたを外す→②中を軽くすすぐ　　
→③軽くつぶす→④ラベルははがない→⑤指定袋
に入れて出す

ペットボトル回収日　毎月第２回目の指定曜日
ごみ出しの時間　夕方（日暮れ）～午後10時
※　ペットボトルは便利な商品ですが、原料に石油が使
われており、環境を考えると使用は控えたいもので
す。水筒を使うなど、ごみを出さ
ない工夫をしましょう。
問い合わせ先　ごみ減量推進課

　　1（584）1111

　　5（584）1147

定期の予防接種・個別健康診査

実施医療機関を追加
　市内で定期の予防接種と個別健康診査が実施できる
医療機関が、1機関追加されましたのでお知らせします。
追加医療機関　みぎた消化器内科（惣利2ｰ54）

1（589）7500
受診可能な健康診査（一般健康診査）　
　　▷特定健康診査（一般健康診査）▷肺機能検査▷結

核・肺がん検診▷大腸がん検診▷前立腺がん検診
※　予防接種の種類については、医療機関に直接問い合
わせてください。
問い合わせ先　健康課

1（501）1134　5（501）0051
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　5月25日と6月1日に、市内の小学校11校で運動会が行

われました（天神山小学校のみ秋に開催）。

　児童は、保護者や地域住民が見守る中、リレーや玉入れ、

綱引きなどを一生懸命行い、また、事前に何回も練習した

演技を元気よく披露しました。

春 市内11小学校

の運動会

　5月23日に春日東中学校2年生、6月5日と9日に白水小学校6年

生と1年生が、それぞれの学校にアサガオ、ニガウリなどの種や苗を

植えました。　

　これは緑色のカーテンのように、つる性植物を校舎の壁に這わせ

ることで室内温度を下げ、見た目も涼しくして夏の暑さをしのごうと

行われたもので、市役所でも現在進めている事業です。小・中学校で

は、この2校をモデル校として各校1棟ずつ、校舎南側を緑化してい

きます。この事業に使ったアサガオの種と、下水汚泥から作られたリ

サイクル肥料「博多のびのび」は福岡市からいただきました。

　生徒・児童は先生の話を熱心に聞いた後、スコップを片手に「夏に

は大きな緑のカーテンとなりますように」という願いを込め、楽しそ

うに植え付けを行いました。

　今後は、ツルが這う下地となるネットを設置し、地域の皆さんの協

力を得ながら育てていきます。

緑 春日東中学校・白水小学校

のカーテン事業

　6月3日、春日中学校1年生が総合学習として地

域の公民館やその周辺の清掃活動を行いました。

　この活動は、地域の環境に関心を持ち、地域を

大切にする心や、よりよい地域の創造のために主

体的に行動する態度を身につけることを目的に

行われたものです。

　生徒は公民館に着くと先生から諸注意を聞き、

グループごとに分かれてさっそく清掃開始。一見

目立ったごみはないように見えても、歩道や植え

込みの中にはタバコの吸い殻など小さなごみが

散らばっており、生徒はそれらを頑張って取り除

きました。　 （広報レポーター　福
ふくやま

山正
ま さ み

美）

公
春日中学校1年生

民館などを清掃
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能
のう

美
み

 穂
ほ の か

夏ちゃん（下白水北）
平成19年7月15日生

飯
いいもり

盛 七
なな

海
み

ちゃん（小倉）
平成18年7月9日生

林
はやしだ

田 瑛
えい

大
た

ちゃん（平田台）
平成19年7月6日生

真
ま な ご

名子 汐
ゆ

織
おり

ちゃん（一の谷）
平成19年7月11日生

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室 

「
ソ
フ
ト
１
０
０
」

柔
ら
か
く
て
軽
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

　

経
験
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

日
時　

７
月
19
日
〜
８
月
30
日
の
毎
週

土
曜
日（
計
７
回
）

　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法　

７
月
16
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、学
校
名
、学
年

を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会　

林
は
や
し

1（
５
８
２
）２
１
５
９（
5
兼
用
）

い
き
い
き
ル
ー
ム 

初
回
説
明
会

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を

利
用
し
た
運
動
や
、仲
間
と
一
緒
に
で

き
る
集
団
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
、自
分

に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

施
設
で
す
。会
員
に
な
る
に
は
、初
回
説

明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

対
象　

こ
れ
ま
で
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人
、ま
た
は
前
年
度
中
に
利

用
し
な
か
っ
た
人

７
月
の
日
程　

30
日
を
除
く
毎
週
水
曜

日（
い
ず
れ
か
１
日
）

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

内
容　

▽
会
員
登
録
手
続
き
▽
利
用
方

法
な
ど
の
説
明
▽
集
団
エ
ク
サ

サ
イ
ズ

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

利
用
料（
登
録
料
含
む
）　

▽
65
歳
未
満　

１
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

１
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
上
ぐ
つ
▽
運
動

し
や
す
い
服
装

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

※　

日
程
の
都
合
が
悪
い
人
は
、問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
神
社
コ
ー
ス
を
歩
こ
う 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

春
日
神
社
コ
ー
ス
を
、ヘ
ル
ス
リ
ー

ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と
一
緒

に
、楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん

か
。

　

体
力
に
合
わ
せ
て
７
㎞
と
４
・
５
㎞

の
２
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

日
程　

７
月
８
日
㈫（
小
雨
決
行
）

※　

気
温
や
湿
度
が
高
く
、熱
中
症
の

危
険
が
あ
る
場
合
は
、室
内
で
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、前
日
は
十
分
に
睡
眠
を
と

り
、体
調
が
悪
い
と
き
に
は
無
理
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

７
月
８
日
㈫
・
29
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い

人
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

「
高
齢
者
よ
い
歯
の
表
彰
」 

 80
歳
以
上
の
歯
科
検
診

筑
紫
歯
科
医
師
会
で
は
、次
に
該
当

す
る
人
を
対
象
に
、無
料
歯
科
検
診
を

行
い
、記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

▽
春
日
市
・
大
野
城
市
・
筑
紫
野
市
・
太
宰

府
市
・
那
珂
川
町
に
居
住
し
て
い
る

▽
80
歳
以
上（
平
成
20
年
4
月
1
日
現

在
）で
あ
る

▽
自
分
の
健
康
な
歯
が
20
本
以
上
残
っ

て
い
る

期
間　

７
月
14
日
㈪
〜
28
日
㈪（
各
歯

科
医
院
の
診
療
時
間
内
）

※　

口
の
健
康
状
態
が
優
良
と
判
断
し

た
場
合
、上
位
２
人
を「
高
齢
者
よ
い

歯
の
表
彰
」に
推
薦
し
ま
す
。

場
所　

同
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯
科
医

院

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
歯
科
医
師

会（
春
日
原
北
町
１
ー
３
ー
６
）

1（
５
７
２
）８
２
１
１

5（
5
7
2
）6
2
4
2

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば



小
こ

窪
くぼ

 天
てんしょう

翔ちゃん（日の出町）
平成18年7月29日生

9月生まれの
赤ちゃん募集中

赤ちゃんが大きく写ってい
る写真（裏に赤ちゃんの氏
名・ふりがな・生年月日・住
所・電話番号を記入）を「市
報かすがお誕生日おめでと
う係（〒816–8501春日市役 
所）」に郵送してください。
　対象は3歳まで、8月1日
㈮までの到着分の中から抽
選で決定します。

入
いりぐち

口 翔
しょうた

太ちゃん（大谷）
平成17年7月26日生

柴
しば

田
た

 こころちゃん（須玖北）
平成19年7月25日生

下
しもかわ

川 智
ともひろ

弘ちゃん（天神山）
平成19年7月19日生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
せ
ん
か 

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

耳
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、講
演

会
な
ど
で
内
容
を
要
約
し
て
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
す
る「
要
約
筆
記
奉
仕
員
」を

養
成
す
る
基
礎
講
座
で
す
。

託
児（
一
人
１
回
５
０
０
円
・
５
歳
〜

小
学
生
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

受
講
後
、市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
人

日
程　

８
月
４
日
㈪
・
11
日
㈪
・
25
日 

㈪
、９
月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
22

日
㈪
・
28
日
㈰
・
29
日
㈪（
計
８

回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

受
講
料　

１
，０
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

※　

受
講
の
可
否
は
、７
月
31
日
㈭
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
28
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、電
話（
フ
ァ
ッ

ク
ス
）番
号
、託
児
の
有
無
を
書

い
て
送
る

※　

返
信
面
に
は
、住
所
と
氏
名
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
要
約
筆
記

の
会「
で
ん
で
ん
虫
」（
〒
816
ー

０
８
５
１
昇
町
３
ー
１
０
１
春

日
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
す
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

1（
５
０
１
）１
１
３
６

5（
５
８
１
）７
２
５
８

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

就
業
支
援
講
習
会

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦 

で
、原
則
と
し
て
母
子
家
庭
等

就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求

職
登
録
し
て
い
る
人

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養
成
講

習
会

日
程　

８
月
19
日
㈫
〜
10
月
31
日
㈮

の
平
日
昼
間（
計
21
回
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）な
ど

受
講
料　

１
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト

代
）

※　

別
途
、健
康
診
断
費
が
必
要
で

す
。

定
員　

20
人（
書
類
選
考
の
上
、申
込

多
数
の
場
合
抽
選
）

※　

応
募
者
が
10
人
未
満
の
場
合
は

講
習
会
を
中
止
し
ま
す
。

託
児　

あ
り（
無
料
・
１
歳
〜
就
学 

前
・
要
予
約
）

②
介
護
技
術
講
習
会（
介
護
福
祉
士
の

受
験
資
格
が
あ
り
、今
年
度
の
国
家

試
験
を
受
験
す
る
人
の
み
）

日
程　

10
月
４
日
〜
25
日
の
土
曜
日

の
う
ち
計
４
回

場
所　

福
岡
医
療
秘
書
福
祉
専
門

学
校（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
10
ー
17
西
日
本
ビ
ル

５
階
）

受
講
料　

３
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト

代
）

定
員　

５
人（
書
類
選
考
の
上
、申
込

多
数
の
場
合
抽
選
）

　

託
児　

な
し

※　

い
ず
れ
の
講
座
も
遅
刻
・
欠
席
し

た
場
合
は
、修
了
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

申
込
方
法　

７
月
22
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、市
こ
ど
も
未
来
課
か
、県
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
福
祉

課
に
あ
る
申
込
用
紙
を
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会（
〒

816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱

11
号
）

1（
５
８
４
）３
９
３
１

5（
５
８
４
）３
９
２
３

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会 

養
育
費
の
電
話
相
談

同
連
合
会
で
は
、母
子
家
庭
の
母
ま

た
は
離
婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
、養

育
費
の
電
話
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

（
平
日
の
み
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
母
子

家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー

1（
５
８
４
）３
９
３
１

5（
５
８
４
）３
９
２
３

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室

　

精
神
障
害
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を

深
め
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

精
神
障
害
者
の
家
族

期
日
・
内
容

▽
７
月
15
日
㈫　
「
精
神
科
の
病
気
の

理
解
と
対
応
の
方
法
」〜
統
合
失
調

症
を
中
心
に
〜　

▽
８
月
５
日
㈫
・
19
日
㈫「
精
神
障
害
者

を
地
域
で
支
え
る
取
り
組
み
」〜
身

近
な
社
会
資
源
の
紹
介
〜

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付　

午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
４
階
中
会
議
室

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

申
込
方
法　

７
月
８
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
希
望

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
障

害
係

1（
５
１
３
）５
５
８
５

5（
５
１
３
）５
５
９
８
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話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢（

学
年
）、住
所
、電
話
番
号
を
伝

え
る

※　

こ
の
事
業
は
、福
岡
都
市
圏
南
部

５
市
１
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
学
習
の
一
環
で
、取
り
ま
と
め

た
デ
ー
タ
は
、全
国
的
な
河
川
環
境

デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.jp

参
加
店
舗
を
募
集 

九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

福
岡
県
を
は
じ
め
九
州
７
県
で
は
、

10
月
に
九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、レ
ジ
袋

削
減
の
取
り
組
み
を
し
て
も
ら
え
る
店

舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

工
夫
例

▽
レ
ジ
袋
を
使
用
し
な
か
っ
た
人
に
対

し
、特
典
を
与
え
る

▽
レ
ジ
袋
不
要
カ
ー
ド
を
作
成
す
る

▽
店
内
放
送
で
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
よ
う
呼
び
か
け
る

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈭

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
環
境
部
循
環

型
社
会
推
進
課

1（
６
４
３
）３
３
７
１

5（
6
4
3
）3
3
7
7

ひ
だ
ま
り
の
会 

創
立

 10
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　

春
日
市
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会

「
ひ
だ
ま
り
の
会
」は
、創
立
10
周
年
を

記
念
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

以
前
、同
会
会
員
だ
っ
た
人
の
出
席

も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
㈭

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階

大
会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
方
法　

７
月
14
日
㈪
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
希
望

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

服は
っ
と
り部

1（
５
８
１
）５
７
９
８（
5
兼
用
）

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校 

生
徒
募
集

訓
練
科　

パ
ソ
コ
ン
実
務
科（
３
カ
月

課
程
）

受
験
資
格　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
福

祉
事
務
所
な
ど
で
作
成
し
た
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

受
講
す
る
人

定
員　

15
人

申
込
期
限　

７
月
15
日
㈫

試
験
日　

８
月
１
日
㈮

※　

訓
練
期
間
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

1
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
５

5
０
９
４
２（
３
２
）８
７
９
３

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の 

無
料
法
律
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
、遺
言
、財
産

管
理
、死
後
事
務
処
理
な
ど
の
相
談
に
、

安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
相
談
員
と
、公

証
人
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

７
月
25
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

太
宰
府
市
中
央
公
民
館（
太
宰

府
市
観か

ん
ぜ
お
ん
じ

世
音
寺
１
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢 

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
筑
紫
出
張
所

1（
９
２
１
）２
１
３
０（
5
兼
用
）

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会 

親
子
食
育
料
理
教
室

　

親
子
で
一
緒
に
料
理
を
作
り
、食
生

活
を
見
直
す
き
っ
か
け
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

７
月
30
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
栄
養
指

導
室（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

参
加
費（
調
理
実
習
費
の
一
部
）

▽
大
人　

一
人
３
０
０
円

▽
子
ど
も　

一
人
２
０
０
円

定
員　

小
学
生
と
保
護
者
15
組（
申
込

多
数
の
場
合
抽
選
）

※　

弟
妹
児
の
参
加
に
つ
い
て
は
、相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
エ
プ
ロ
ン
▽
三

角
巾

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈫（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
学

年
を
書
い
て
送
る

※　

返
信
用
ハ
ガ
キ
の
宛
名
面
に
も
住

所
、氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課（
〒
816

ー
０
８
５
１
昇
町
１
ー
１
２
０

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

参
加
者
募
集 

夏
休
み
水
辺
教
室

　

水
生
生
物
を
採
取
す
る
こ
と
で
、楽

し
み
な
が
ら
川
の
様
子
を
調
べ
る「
水

辺
教
室
」を
行
い
ま
す
。夏
休
み
の
自
主

研
究
の
テ
ー
マ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時　

７
月
27
日
㈰（
少
雨
決
行
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

▽
牛
頸
川
▽
春
日
野
小
学
校 

（
春
日
公
園
４
ー
１
ー
１
）

定
員　

40
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
16
日
㈬
ま
で
に
、電

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、全
員

（
扶
養
家
族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い

る
人
を
除
く
）、所
得
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、前
年
中
の
所
得
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

未
申
告
の
場
合
は
、低
所
得
世

帯
に
対
す
る
減
額
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

所
得
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く

　

国
保
税
の
算
定
の
際
、平
成
19
年

度
ま
で
は
、所
得
が
一
定
の
基
準
以

下
で
２
割
減
額
に
該
当
す
る
世
帯
に

つ
い
て
は
、減
額
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
し
た
が
、平
成
20
年
度
か
ら

申
請
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
割
減
額
に
該
当
す
る
世
帯
に

は
、６
月
中
旬
に
あ
ら
か
じ
め
減
額

し
た
額
で
納
税
通
知
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

国
保
税
２
割
減
額
の
申
請
が

不
要
に
な
り
ま
し
た



初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎 

や
き
も
の
作
り
教
室

　

手
び
ね
り
の
や
き
も
の
作
り
体
験

で
、自
分
だ
け
の
湯
飲
み
や
茶
わ
ん
を

作
り
、古
代
の
陶
人
気
分
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
作
っ
た
作
品
は
、窯か

ま

で
焼
い
て
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

８
月
９
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

春
日
市
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場 

（
白
水
ケ
丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
２
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

７
月
９
日
㈬
〜
25
日
㈮ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の

み
）、希
望
時
間
を
伝
え
る

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

世
界
の
料
理
講
座 

ド
イ
ツ
の
家
庭
料
理
を
作
ろ
う

　

ド
イ
ツ
の
家
庭
料
理
を
一
緒
に
作
り

ま
せ
ん
か
。

　

ド
イ
ツ
人
の
元
ゲ
ー
テ
ハ
ウ
ス
ソ
ー

セ
ー
ジ
職
人
が
、日
本
語
で
分
か
り
や

す
く
教
え
ま
す
。

日
時　

７
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

１
，２
０
０
円（
春
日
市
国
際

交
流
協
会
員
は
６
０
０
円
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
エ
プ
ロ
ン
▽

三
角
巾
▽
ふ
き
ん
２
枚
▽
タ
ッ

パ
ー

申
込
方
法　

７
月
８
日
㈫
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
国
際

交
流
協
会　

田た
ぶ
ち渕

1（
５
９
６
）６
９
５
６（
5
兼
用
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

市
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
連
携
事
業

○
き
み
だ
け
の
土
笛
づ
く
り

　

粘
土
か
ら
土
笛
を
作
っ
て
、自
分

だ
け
の
音
色
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象　

小
学
校
高
学
年
以
上

日
時　

７
月
24
日
㈭（
土
笛
作
り
）、

９
月
６
日
㈯
・
13
日
㈯（
吹

き
方
教
室
）

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
須
玖
北
５
ー

１
５
５
）

参
加
費　

５
０
０
円（
全
３
回
分
）

定
員　

24
人

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
ぞ
う
き
ん（
タ

オ
ル
）▽
古
い
歯
ブ
ラ
シ
▽
使

い
古
し
の
ハ
ン
カ
チ（
30
㎝
×

30
㎝
）

申
込
期
限　

７
月
21
日
㈪

○ 

子
ど
も
昔
あ
そ
び
塾

　

コ
マ
回
し
、け
ん
玉
遊
び
、お
手
玉

な
ど
の
昔
遊
び
を
し
て
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　

７
月
26
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

同
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈮

○
白
水
大
池
公
園
の
木
に
名
札
を
つ
け

よ
う
！

　

公
園
の
木
や
緑
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、名
前
や
特
徴
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
３
日
㈰（
小
雨
決
行
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
45
分
・

白
水
大
池
公
園
管
理
棟

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
料
、材
料

費
）

定
員　

20
人

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
帽
子
▽
タ
オ

ル
▽
水
筒

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、希
望
イ
ベ
ン
ト
名
を

伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー

０
８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

光化学スモッグに

光化学スモッグ注意報が発令されたら・・・
▷外出や、野外での激しい運動を控えて下さい。
▷目やのどに刺激を感じた人は、洗眼やうがいを行い、症状

に応じて医療機関の診断を受けてください。　　　
▷テレビやラジオ、春日市総合情報メールなどからの情報に

注意して下さい。
問い合わせ先　環境課　

1（584）1111　5（584）1147

※　春日市総合情報メール（春日市）または、防災メール・ま
もるくん（福岡県）に登録すると、携帯電話やパソコンに光
化学スモッグについての情報が送信されます。

　　いずれも登録先に空メールを送信後、返信されるメール
の指示に従って登録してください。

　▷春日市総合情報メール登録先
　　 ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
　　問い合わせ先　地域づくり課　

　　1（584）1117　5（584）1153
　▷防災メール・まもるくん登録先
　　 mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
　　問い合わせ先　県消防防災課

　　1（643）3112　5（643）3117
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筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会 

商
業
・
工
業
簿
記
２
級
講
座

対
象　

簿
記
３
級
の
取
得
者
か
、同
等

の
実
力
が
あ
る
人

日
程　

７
月
28
日
㈪
〜
11
月
13
日
㈭
の

原
則
毎
週
月
・
木
曜
日（
計
37
回
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

大
野
城
市
商
工
会（
大
野
城
市

瓦か
わ
ら
だ田
２
ー
６
ー
12
）

受
講
料　

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
・
資
料
代

含
む
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
３
日
㈭
〜
18
日
㈮ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

※　

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練
会

1（
５
８
１
）３
５
５
７

5（
５
８
１
）３
５
５
８

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署 

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
い
方
、そ
の

他
応
急
処
置
の
方
法
な
ど
を
身
に
つ
け

ま
せ
ん
か
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
・
那
珂
川
町

に
居
住
・
通
勤
す
る
中
学
生
以

上
の
人

日
時　

８
月
３
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

※　

筆
記
・
実
技
試
験
も
行
い
ま
す
。

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

※ 　

駐
車
場
が
な
い
の
で
、公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
同
消
防
署
北
出
張
所

1（
５
８
９
）０
１
１
９

5（
５
８
９
）０
０
９
９

▽
同
消
防
署
本
署

1（
５
８
４
）１
１
９
９

5（
５
８
４
）１
１
６
１

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業 

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

内
容　

添
乗
員
養
成
講
習

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

日
時　

７
月
22
日
㈫
〜
31
日
㈭（
計
８

回
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

場
所　

博
多
ビ
ル
小
会
議
室（
福
岡
市
博

多
区
博は

か
た
え
き
ち
ゅ
う
お
う
が
い

多
駅
中
央
街
８
ー
36
）

定
員 

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈫
ま
で
に
、市

福
祉
計
画
課
に
あ
る
申
込
用
紙

を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

1（
４
１
４
）０
２
８
７

5（
４
１
４
）０
２
９
７

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

労
働
相
談
会

職
場
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
や
悩
み
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、相
談
で
は
解
決
が
難
し
い
労

働
者
と
使
用
者
と
の
個
々
の
ト
ラ
ブ
ル

に
は
、福
岡
労
働
福
祉
事
務
所
の
あ
っ

せ
ん
員
が
、双
方
か
ら
事
情
を
聴
き
、ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
を
促
す「
あ
っ
せ
ん
」も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
、「
あ
っ
せ
ん
」と
も
に
無
料
で

す
。

日
時　

毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

※　

日
時
、場
所
は
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、福
岡
労
働
福
祉
事
務
所
で

も
常
時
、相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
）。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
同
事
務
所　

　

1（
７
３
５
）６
１
４
９

　

5（
７
１
２
）０
４
９
７

▽
市
福
祉
計
画
課

　

1（
５
８
４
）１
１
１
１

　

5（
５
８
４
）３
０
９
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

な
ん
で
も
相
談
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、弁
護
士
な

ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料（
要
予
約
）で
す
。

日
時　

７
月
13
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

福
岡
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
博
多
区

吉よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13
ー
50
吉
塚
合
同
庁

舎
５
階
）

申
込
期
限　

７
月
７
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

1（
６
３
１
）４
４
１
１

5（
６
３
１
）４
４
１
３

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
筑
紫
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
で
す
。

日
時　

７
月
17
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
８
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

所
得
な
ど
の
制
限
が
あ
る
た
め
、

申
込
時
に
収
入
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

司
法
書
士
に
よ
る 

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

Ｄ
Ｖ
問
題
・
多
重
債
務
・
生
活
保
護
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
無
料
で
応
じ

ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
５
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

久
留
米
市
内

※ 　

詳
し
い
場
所
は
、申
し
込
み
の
際

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

な
お
、電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

面
談
予
約・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
青

年
司
法
書
士
協
議
会　

平ひ
ら
ご
う郷

1（
７
５
２
）８
２
７
０



入
居
待
機
者
募
集 

市
営
住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
待
機
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

待
機
者
は
、９
月
〜
平
成
21
年
８
月

に
空
室
が
出
た
場
合
に
入
居
で
き
ま

す
。

募
集
案
内
配
布
・
受
付
期
間　

７
月
10

日
㈭
〜
31
日
㈭

※　

募
集
案
内
は
、市
役
所
５
階
管
財

課
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）で
配
布
し
ま
す
。

申
込
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
募
集

案
内
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

管
財
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
５

参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

慰
霊
友
好
親
善
事
業

日
本
遺
族
会
は
、戦
没
者
遺
児
に
対

し
て
、各
戦
域
で
の
慰
霊
追
悼
と
現
地

の
人
た
ち
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

各
地
域
で
の
戦
没
者
の
遺
児 

で
、こ
れ
ま
で
同
事
業
に
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
人

○
中
央
ア
ジ
ア

日
程　

８
月
21
日
㈭
〜
28
日
㈭（
８

日
間
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

申
込
期
限　

７
月
10
日
㈭

○
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

日
程　

８
月
29
日
㈮
〜
９
月
７
日
㈰

（
10
日
間
）

定
員　

35
人（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

申
込
期
限　

７
月
15
日
㈫

集
合
場
所　

東
京
都

参
加
費　

10
万
円

※　

参
加
費
の
ほ
か
に
、集
合
場
所
ま

で
の
交
通
費
な
ど
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
遺
族

連
合
会

1（
７
６
１
）０
０
１
２

5（
７
８
１
）２
０
５
６

あ
り
が
と
う「
水
」 

ふ
れ
あ
い
交
流
会

筑
後
川
流
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、「
水
」の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
、お
互
い
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
小
学

５
・
６
年
生

日
時　

８
月
７
日
㈭　

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
Ｊ
Ｒ

博
多
駅
集
合
・
解
散
）

見
学
予
定
施
設　

▽
海
水
淡
水
化
施
設

▽
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道

な
ど

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
15
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
参
加
者
全
員
の
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が 

な
）、電
話
番
号
、学
校
名
、学
年

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
都
市
圏

広
域
行
政
事
業
組
合
事
務
局 

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
役

所
内
）

1（
７
３
３
）５
０
０
４

5（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.ne.jp

会
員
募
集 

春
日
ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ
ブ

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
で
楽
し
く
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
を
し
た
後
、癒
し
の
音
楽
で

ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

見
学
や
体
験
、子
ど
も
連
れ
の
人
も

歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
２
，５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

川か
わ
ば
た端

1（
５
８
５
）４
６
５
１

会
員
募
集 

絵
手
紙
教
室
サ
ー
ク
ル「
ろ
こ
こ
」

　

初
め
て
の
人
も
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

須
玖
北
公
民
館（
須
玖
北
４
ー

43
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

橋は
し
も
と本

1（
５
７
１
）１
０
６
２

つ
く
し
寺
子
屋
歴
史
塾 

古
代
の
つ
く
し
と
大
宰
府
政
庁

　

筑
紫
地
区
の
歴
史
を
体
験
・
学
習
し

ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

春
日
市
、筑
紫
野
市
、大
野
城 

市
、太
宰
府
市
、那
珂
川
町
の
小

学
４
〜
６
年
生

日
程　

８
月
２
日
㈯
〜
３
日
㈰（
一
泊

二
日
）

集
合
・
解
散
場
所　

九
州
歴
史
資
料
館

実
施
場
所　

▽
九
州
歴
史
資
料
館
▽
九

州
国
立
博
物
館
▽
太
宰
府
天
満

宮
▽
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
▽

五ご
ろ
う
や
ま

郎
山
古
墳
▽
大
宰
府
政
庁
跡

▽
水
城
跡

宿
泊
場
所　

太
宰
府
天
満
宮
余よ

こ
う
で
ん

香
殿

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
７
日
㈪
〜
11
日
㈮
の 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
、保

護
者
が
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
つ
く
し
青

年
会
議
所
事
務
局

1（
９
２
４
）８
３
３
８
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都
市
計
画
の
変
更
案 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　

県
は
、「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開

発
及
び
保
全
の
方
針
」の
変
更
案
に
つ

い
て
、皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
期
限　

７
月
16
日
㈬

※　

詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://w
w

w
.pref.fukuoka.

lg.jp

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
都
市
計
画
課

1（
６
５
１
）１
１
１
１

5（
６
４
３
）３
７
１
６

会
員
募
集 

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　

楽
し
く
汗
を
流
し
て
、心
と
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

10
代
〜
60
代
の
人

日
時　

▽
毎
週
月
曜
日　

正
午
〜
午
後
１
時

▽
毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

佐さ
と
う藤

1
０
９
０（
１
１
６
９
）８
８
６
６

5（
５
７
２
）８
７
８
８

縦
覧
し
ま
す 

都
市
計
画
の
案

　

福
岡
都
市
計
画
区
域
の「
区
域
区
分
」

の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

変
更
地
区　

▽
福
岡
市
元も

と
お
か岡
地
区

▽
福
岡
市
拾じ

ゅ
う
ろ
く
ち
ょ
う

六
町
地
区　

▽
福
岡
市
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
地
区

縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間　

７
月
７
日

㈪
〜
22
日
㈫（
平
日
の
み
）

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
岡
市
都
市
計
画
課（
福
岡
市
役
所

４
階
）

　

1（
７
１
１
）４
３
８
８

　

5（
７
３
３
）５
５
９
０

▽
春
日
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
３
階
）

　

1（
５
８
４
）１
１
１
１

　

5（
５
８
４
）１
１
４
３

裁
判
所
職
員 

採
用
試
験

　

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験
を
行

い
ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平

成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人

受
付
期
間　

７
月
15
日
㈫
〜
23
日
㈬

１
次
試
験
日　

９
月
14
日
㈰

※　

受
験
案
内
と
申
込
書
は
、最
寄
り

の
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
岡
地
方
裁
判
所
事
務
局
人
事
課

　

1（
７
８
１
）３
１
４
１

▽
最
高
裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.courts.go.jp

贈
呈
し
ま
す 

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

　

戦
時
中
、戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た

「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」と

「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」の
人（
慰
労

給
付
金
受
給
者
を
除
く
）に
、内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
21
年
３
月
31
日

　8月10日㈰に行う「春日あんどん祭り」の花火観覧席とし
て、今年も春日球場内野席スタンドを有料開放します。
　なお、今年から大人券（中学生以上）の前売価格を値下げ
しました。お早めにお買い求めください。
販売期間　７月１日㈫〜８月９日㈯
販売窓口　▷春日市商工会▷市内公民館▷市地域づくり課

（市役所４階）▷ふれあい文化センター（2階文化振興
課）▷いきいきプラザ▷春日市社会福祉協議会▷春日
市商工会会員一部店舗

販売枚数　7,000枚
前売価格（小学生未満は無料）
▷中学生以上　450円（当日500円）
▷小学生　250円
※　チケットぴあ・ファミリーマートでも前売券を販売し

ていますが、当日価格での販売となります。
　なお、前売券が完売した場合、当日券の販売は行いませ
んのでご注意ください。

○春日あんどん祭り当日ボランティア募集
　祭りの準備（前日・当日）、運営、会場設営、翌日の片付
けなどを行うボランティアを募集します。
　今年は日曜日の開催となるため、例年以上の人出が
予想されます。祭りを一緒に盛り上げましょう。

申込・問い合わせ先　春日市民祭り振興会
　　（〒816–0825伯玄町２–24春日市商工会館内）

1（581）1407　5（575）0702
http://www.andonmatsuri.com

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
大
臣

官
房
管
理
室
業
務
担
当（
〒
100

ー
８
９
２
６
東
京
都
千
代
田
区

霞か
す
み
が
せ
き

が
関
２
ー
１
ー
２
）

1
０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２

5
０
３（
５
２
５
３
）５
１
９
０

海
上
技
術
学
校 

体
験
入
学
・
入
学
試
験

体
験
入
学
日

○
国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校

　

▽
１
回
目　

７
月
27
日
㈰

　

▽
２
回
目　

10
月
18
日
㈯

○
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

　

▽
１
回
目　

７
月
21
日
㈪

　

▽
２
回
目　

９
月
20
日
㈯

入
学
試
験

▽
推
薦
入
学
試
験　

　

平
成
21
年
１
月
24
日
㈯

▽
一
般
入
学
試
験

　

平
成
21
年
２
月
８
日
㈰

入
学
願
書
受
付　

平
成
21
年
１
月
７
日

㈬
〜

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
唐
津
校
教
務
課（
〒
847
ー
０
８
７
１

佐
賀
県
唐
津
市
東ひ

が
し
お
お
し
ま
ま
ち

大
島
町
13
ー
５
）

　

1
０
９
５
５（
７
２
）８
２
６
８

▽
口
之
津
校
教
務
課（
〒
859
ー
２
５
０ 

３
長
崎
県
南
島
原
市
口く

ち
の
つ
ち
ょ
う

之
津
町
丁て

い

５
７
８
２
）

　

1
０
９
５
７（
８
６
）２
１
５
２



改
正
さ
れ
ま
し
た 

最
低
賃
金
法

施
行
日　

平
成
20
年
７
月
１
日

改
正
内
容　

○
地
域
別
最
低
賃
金

▽
労
働
者
が
、健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、生
活
保
護
の
施
策

と
の
整
合
性
に
も
配
慮
し
、都
道

府
県
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

福
岡
県
の
最
低
賃
金　

1
時
間
あ

た
り
６
６
３
円

効
力
発
生
日　

平
成
19
年
10
月
28

日

▽
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
に
対

す
る
罰
金
額
の
上
限
が
、２
万
円

か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

○
産
業
別
最
低
賃
金

　

最
低
賃
金
法
の
罰
則
で
は
な
く
、

労
働
基
準
法
の
賃
金
全
額
払
違
反
の

罰
則（
上
限
30
万
円
）が
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
適
用
除
外
規
定

　

障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の

低
い
人
な
ど
に
関
す
る
適
用
除
外
が

廃
止
さ
れ
、最
低
賃
金
の
減
額
特
例

が
新
設
さ
れ
ま
す
。

○
派
遣
労
働
者
の
最
低
賃
金

　

派
遣
先
の
地
域（
産
業
）の
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
最
低
賃
金
額
の
表
示

　

時
間
額
の
表
示
の
み
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局 

労
働

基
準
部
賃
金
課

1（
４
１
１
）４
５
７
８

5（
４
１
１
）２
６
３
３

平
成

 20
年
度 

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
、国
が
行

う
試
験
で
す
。

　

合
格
し
た
人
に
は
高
等
学
校
の
入
学

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
や
免
除
者
で

あ
っ
た
人
で
、平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予

や
免
除
を
受
け
ず
、平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
に
な
る
人
で
、

そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校

を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
人

③
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳

以
上
に
な
る
人（
①
と
④
の
場
合
を

除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以

上
に
な
る
人

試
験
期
日　

11
月
４
日
㈫

試
験
科
目　

▽
国
語
▽
社
会
▽
数
学
▽

▽
理
科
▽
外
国
語（
英
語
）

申
込
期
限　

９
月
９
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
教
育
庁
教
育

振
興
部 

義
務
教
育
課
学
事
係

1（
６
４
３
）３
９
０
９

5（
6
4
3
）3
9
1
2

田
植
え
時
期
の
順
に
、山
つ
き
の
方
か

ら
川
し
も
の
海
辺
の
方
へ
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。

郷
土
の
こ
と
わ
ざ

「
木
も
と
、竹
う
ら
」

　

こ
れ
は
、木
と
竹
を
オ
ノ
で
割
る
と

き
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　

木
は
根
元
か
ら
、竹
は
末（
ウ
ラ
）か

ら
割
れ
ば
割
り
や
す
い
の
で
す
。ウ
ラ

と
い
う
言
葉
は
、今
で
は
あ
ま
り
使
わ

れ
ま
せ
ん
が
、「
末う

ら
な成
り
ビ
ョ
ウ
タ
ン
」

の
ウ
ラ
と
同
じ
で
、草
木
や
竹
類
の
先

端
部
を
指
す
言
葉
で
す
。

　

昔
の
農
家
で
は
、日
常
生
活
で
木
や

竹
を
割
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

木
を
割
っ
て
の
薪ま

き

づ
く
り
は
農
家

の
冬
の
仕
事
で
し
た
。ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

は
節ふ

し

が
な
い
限
り
、モ
ト
か
ら
で
も
ウ

ラ
か
ら
で
も
簡
単
に
割
れ
ま
す
が
、ナ

ラ
ノ
キ
や
モ
チ
ノ
キ
な
ど
の
雑
木
は

必
ず
モ
ト
か
ら
割
ら
な
い
と
、う
ま
く

割
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、竹
割
り
に
つ
い
て
で
す
が
、

長
い
竹
を
モ
ト
の
方
か
ら
２
つ
に
割

ろ
う
と
し
て
も
、必
ず
途
中
か
ら
ね
じ

れ
て
、ど
ち
ら
か
に
片
寄
っ
て
し
ま

い
、左
右
同
じ
幅
に
は
割
れ
ま
せ
ん
。

ま
っ
す
ぐ
ス
カ
ッ
と
割
る
に
は
、ウ
ラ

か
ら
で
す
。

　

ま
た
、現
在
で
は
竹
を
家
庭
で
使
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た

が
、昔
は
物
干
し
竿
や
屋
根
の
垣
根
、

子
ど
も
の
遊
び
道
具
の
材
料
な
ど
、竹

な
し
で
は
日
常
生
活
を
送
れ
な
か
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
、個
人
の
屋
敷
に
は
よ

く
竹
ヤ
ネ（
竹た

け
や
ぶ薮
）が
あ
り
、ま
た
、川

端
な
ど
に
も
共
用
の
竹
ヤ
ネ
が
あ
り

ま
し
た
。

　「
宝
満
山
か
ら
後
ろ
と
び
」

　
「
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
と
同
じ
く
、多
少
の

リ
ス
ク
も
考
慮
に
入
れ
て
、大
き
な
決

断
を
す
る
こ
と
の
言
い
回
し
で
す
。

　

宝
満
山
は
一
生
に
１
度
は
登
る
べ

き
と
さ
れ
、こ
の
近
隣
で
は
皆
に
親
し

ま
れ
て
い
る
名
山
で
す
。一
度
、山
頂

の
岩
の
絶
壁
を
見
る
と
、清
水
の
舞
台

に
も
劣
ら
ず
、こ
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味

も
納
得
で
き
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　

平ひ
ら
た田
善よ
し
ず
み積

※　

春
日
風
土
記
は
、し
ば
ら
く
の
間

休
載
し
ま
す
。

農
事
の
こ
と
わ
ざ

「
麦
は
浜
か
ら
、稲
は
山
か
ら
」

　

夏
の
は
じ
め
の
福
岡
平
野
の
麦
畑

は
、博
多
湾
の
浜
辺
か
ら
色
づ
き
始

め
、麦
の
黄
金
色
は
脊
振
山
と
三
郡
山

の
方
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
反
対
に
、秋
の
稲
刈
り
は

薪割り風景 絵：広田久雄
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7月
行事予定表

須
す ぐ

玖児童センター
☎（573）2431 5（584）7739
須玖南2-120（すくすくプラザ内）

光
ひかりまち

町児童センター
☎（501）7014（5兼用）

光町2-180-4

毛
け か つ

勝児童センター
☎（581）5614（5兼用）

大土居1-38
2日（水） ニコニコ七夕会（満2歳以上）

午前10時30分〜11時30分、10円
※参加はいずれか1日のみ

ニコニコ七夕会（満2歳以上）
午前10時30分〜11時30分、10円
※参加はいずれか1日のみ

ニコニコ七夕会（満2歳以上）
午前10時30分〜11時30分、10円
※参加はいずれか1日のみ3日（木）

4日（金） ヨチヨチ七夕会（0歳〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分、10円

ヨチヨチ七夕会（0歳〜1歳児向け）
午前11時〜11時40分、10円

5日（土）
おはなし広場（七夕会）　午後2時〜2時30分 遊びの出前！児童センター　

午前10時30分〜正午、場所：春日野小多目的ホ
ール

けかつ七夕会（おはなし会＆七夕かざり）
午後2時〜3時

8日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

12日（土） おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午　 とべ！とべ！紙ヒコーキ　午後2時〜3時、15人 道場やぶり！　午後2時〜3時

13日（日） 楽しいクッキング（クレープケーキ）
午後2時〜3時30分、12人、100円  

トワイライトゾーン　午後5時〜6時
中学生以上

かんたんクッキング（ブラウニーパフェ）　
午前10時30分〜正午、12人、150円  　

18日（金） 道場やぶり！〜ゲームで対決〜　午後2時〜3時

19日（土） みんなで工作（ロケットバード）
午後2時〜3時、5歳以上

24日（木）

3館合同「福岡県青少年科学館へ行こう！」
　　集合時間　光町：午前8時30分、須玖：午前8時45分、毛勝：午前9時

帰着予定　毛勝：午後4時、須玖：午後4時15分、光町：4時30分
各館11人　 （19日までに申込）　※弁当・水筒持参

25日（金）

牛乳パックＤＥプカプカ魚まつり
午後2時〜3時30分、20人、20円  

スライム作り
①午前10時30分〜11時30分（幼児）
②午後2時〜3時（小学生以上）
各先着30人、20円

27日（日） かんたんクッキング（プリンアラモード）
午前10時30分〜正午、12人、100円  

29日（火） おいでよ♪赤ちゃん（0〜1歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザ

30日（水）

ちゃぷちゃぷ水あそび（幼児向け）
①午前10時30分〜11時10分（受付：午前10時
　15分〜）
②午前11時20分〜正午（受付：午前11時5分〜）
満2歳以上、各30組　※水着持参

プールで水あそび（幼児向け）
①午前10時〜11時（受付：午前10時10分まで）
②午前11時〜正午（受付：午前11時10分まで）
満2歳以上、各25組　※水着持参

ニコニコ水あそび（幼児向け）
午前10時30分〜11時30分（受付：午前11時ま
で）、満2歳以上　※水着持参

ウォーターバトル（小学生向け）　午後2時〜3時 みんなで水遊び！（小学生向け）　午後2時〜3時

31日（木） 児童劇「君がいるから」を観よう！　
午後3時〜4時

子育て広場

ヨチヨチ広場（0〜1歳児向け） 須玖：9日㈬、光町：11日㈮ 午前11時〜11時40分

親子サロン（1〜3歳児向け） 光町：8日㈫

午前10時30分〜（1時間程度）
ニコニコくらぶ（満2歳以上）

須玖：16日㈬・17日㈭・18日㈮
光町：16日㈬・17日㈭
毛勝：9日㈬・10日㈭

ルンルン広場（1〜3歳児向け） 毛勝：17日㈭（上白水公民館） 午前11時〜11時40分

伝言版

※　　　　の行事は、幼児も参加出来ます。保護者同伴で遊びに来てください。
※表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。  
※ は申し込みが必要な行事です。7月1日㈫午後5時以降に申し込んでください。受付は午後6時までです（電話可・小学生以上は原則として本
　人が申し込み）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によっては市外の人は参加できない場合があります。
※天候により、中止または内容を変更することがあります。問い合わせてください。

開館時間 午前10時〜午後5時 休館日 7日、14日、15日、21日、22日、28日

　福岡県青少年科学館では、おもしろい実
験や恐竜展を行っています。
　夏休みの思い出作りに、みんなも参加し
よう。
申込・問い合わせ先　各児童センター

「福岡県青少年科学館へ行こう」

児童センター 3館合同行事



＜広告欄＞

市の人口　 5/31 現在

◎総人口  109,338人
（前月比 -115）

女 　55,906人

男　 53,432人

◎世帯数  43,753世帯

◎増     ●転入     　399人

●出生          92人

●その他増 　  6人

◎減     ●転出     　503人

●死亡          60人

●その他減    49人

法律／労働／交通事故／土地・建物／国の業務／消費生活　相談窓口
■法律相談
市無料法律相談
☎（584）1111  5（584）1142
第3水曜日／受付 8時30分〜 
8時50分／定員15人（9時から
抽選）／市役所2階市民相談室

春日市商工会無料法律相談
☎（581）1407  5（575）0702
第1水曜日／受付8時30分〜

（相談は13時〜15時）／先着
6人／同商工会

県無料法律相談 ☎（643）3333
第1、第3金 曜 日 ／13時 〜16
時／先着6人（要電話予約）／
県庁県民相談室

有料法律相談 ☎（741）3208
月〜金曜日10時〜19時／土・
日曜日、祝日10時〜13時／ 1
人30分程度で5,250円／要電
話予約／天神弁護士センター

■労働相談
移動労働相談
☎（584）1111／第2水曜日／ 
13時 〜16時／ 市 役 所2階
201会議室
■交通事故相談
県交通事故相談
☎（622）0403 ／月〜金曜日
／9時〜17時（受付は午後4時
まで）／県庁交通事故相談所

交通事故被害者電話相談
☎（741）2270／月〜金曜日／
13時〜16時／県交通事故被
害者サポートセンター

■土地・建物の相談
住宅相談 ☎（725）0876
月〜金 曜 日／10時 〜17時／
住宅情報プラザ福岡（県建築
住宅センター内）

■国の業務に関する相談
定例行政相談　
☎（584）1111 5（584）1142
第4火 曜 日 ／10時 〜15時／
市役所2階市民相談室

福岡総合行政相談所　
☎（781）7830 ／月〜土曜日
／10時〜17時／岩田屋本館
新館6階お客様サロン
　
■消費生活相談
市消費生活相談
☎（584）1111 5（584）1153
毎週月・水・金曜日（祝日を除
く）／10時〜15時／市役所2
階市民相談室

県消費生活相談☎（632）0999
月 〜 金 曜 日／9時 〜16時30
分／消費生活センター
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　運動不足な私。改善したいとは思うも
のの、なかなか行動に移せず、近距離の
通勤でさえバスと電車を利用していまし
た。しかし、「このままではいけない。少し
でも運動をしなければ」と思い立ち、自転
車通勤をすることに。
　最近ではほとんど乗ることがなかった
自転車ですが、久しぶりに乗るとなかな
か爽快。朝の涼しい風が寝起きの体を
すっきりと目覚めさせてくれます。そして
印象的なのが元気よく登校する子どもた
ち。信号が変わった瞬間に、楽しそうに駆
けて行く様子を見ていると自分まで楽し
い気分になってきます。
　しかし、気持ちのよい季節ももうすぐ終
わり。梅雨の長雨、真夏のかんかん照り
と、大きな試練が待ち受けています。私
はいつまで自転車通勤を続けられるでし
ょうか？　　　　　　　　　　　　　 Y

問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」　☎（575）4121 5（593）7380

熊く
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　1600年代の建立とされ、「いざなぎのみ
こと」と「いざなみのみこと」が祭られてい
ます。
　また、この地は須玖・岡本遺跡群の中心部
にあたり、弥生時代の甕

かめかん

棺と古墳が発見さ
れています。

　6月1日、春日公園で防災訓練を行いました。
　この訓練は、災害時における防災関係機関との連携強化と防災技術
の向上を目的に市が行ったもので、春日・大野城・那珂川消防組合消防
本部、春日市消防団、航空自衛隊、陸上自衛隊、筑紫野警察署、筑紫医
師会、春日市内の自主防災組織が参加しました。
　当日は、市内での震度6強の地震災害を想定。災害対策本部を設置し
た状況で住民の避難誘導や消火、被災者の救出・救護・搬送、炊き出し
などの訓練を行いました。
　いつ起こるか分からない災害。緊急時に迅速に行動し、被害を最小限
に食い止めることができるようにと、各機関からの参加者は皆真剣な表情
で訓練に臨み、各人の役割と他の機関との連携を再確認しました。
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